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シンチレータとは放射線を瞬時に紫外・可視光のような低エネルギー光子に変換する蛍光体の一種

であり、医療・セキュリティ・資源探査等の幅広い分野に利用されている。無機シンチレータでは

一般的に酸化物とハロゲン化物が研究されている。ハロゲン化物の中で NaI:Tlや CsI:Tl のようなヨ

ウ化物はバンドギャップが小さいため [1]、高い発光量と優れたエネルギー分解能を有する。前回の

検討では RbI:Tl が 7,300 photon/MeV の発光量を示すことを報告した [2]。しかし、発光量は NaI:Tl

や CsI:Tl と比較すると低く、更なる検討が必要である。LiI:Eu もまた高い発光量を示すことが

報告されていることから、本研究では様々な濃度の Eu 添加 RbI 単結晶を作製し、蛍光特性とシン

チレーション特性の評価を行った。 

Fig. 1に 0.3% Eu添加 RbIのシンチレーションスペクトルを示す。すべてのサンプルにおいて

~420 nmにピークが観測され、Eu2+の 4f65d→4f7遷移に起因すると考えられる [3]。さらに、~500 

nm にショルダー発光が観測され、母材における格子欠陥に由来する発光であると考えられる 

[4]。Fig. 2にシンチレーション減衰曲線を示す。この結果から 2成分の指数関数の和により近似

された。第 1成分 (1) は母材の格子欠陥、第 2成分 (2) は Eu添加アルカリハライドの時定数

との類似から、Eu2+の 4f65d→4f7遷移に由来する時定数であると考えられる [5]。本発表では蛍

光特性ならびに放射線検出器性能として残光や発光量を評価したので報告する。 
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Fig. 1 Scintillation spectra of Eu-doped RbI single crystals. Fig. 2 Scintillation decay curves (solid) and fitting curve 

(dashed) of RbI:Eu. 
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